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取組事例の名称 平成23年度 東北地震応急06875-001号 東名運河応急塵芥処理工事（その１） 

概
要 

対象 運河内の瓦礫撤去 

種別 
□救援    ■機能回復   □新・増設   □復興 

□その他 （                             ） 

規模 施工延長L=1,700m 、運河幅B=35m 

 

 

実施会社  

実施場所 宮城県東松島市 

発注者 宮城県 東部土木事務所 

1.工事等取組の目的及び概要と採用した技術名称 

・鳴瀬川水系東名運河において、津波により堆積したがれきを撤去し、仮置場へ分別運搬・仮置する工事で

ある。 

・運河内を仮締切し、大型ポンプで排水した後、水の無い状態でバックホウ等の重機を投入して、がれきを

集積、撤去する。 

 

 

2.当該技術を採用した理由、当該技術に期待した成果 

・この地域においても、まだ多数の行方不明者がおり、運河内のがれきの下にいる可能性が高いため自衛隊

による捜索活動の支援となる。 

・運河内が排水で陸上作業可能となれば、使用機械も含めコストが安く、工期短縮が図れる。 

 

 

 

（写真、イラスト） 

 

 

 

 

 

工事等取組の概要、技術の概要がわかるイラストや図、写真など 

（ここに収まれば枚数自由） 

 

 

 

 

 

2013日建連土木工事技術委員会環境技術部会 

水替後の自衛隊による捜索活動 運河内 がれき集積作業 
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3.工事等の実施に当たっての課題や留意した事項、苦労した事柄・教訓 

・万が一、地震・津波が発生した場合に備え避難場所とそこへ行く経路を作成し、全作業員に周知させた。

また避難訓練を実施し、連絡体制、経路の確認、修正を行った。 

 

 

 

 

4.実施後の成果に対する発注者や地元住民等の評価 

・運河内のがれきを早く撤去し、きれいな運河にもどすことが出来、発注者及び地元住民より感謝された。 

 また、最初の復旧工事を円滑に施工でき、地域の復旧のけん引役となれた。 

 

 

 

 

5.採用した技術に対する改善点、望まれる技術 

・当初、水中バックホウ、湿地式バックホウ等を検討したが、まだ行方不明者がいることを考えれば、一般

的な工法である水中ポンプでの水替工法が単純で早く施工でき、正解であった。 

 新技術、新工法も良いが、従来技術の確実性も大事であることがわかった。 

 

 

 

6.今回の取組を通じ、将来の災害対応の為に準備すべきと感じた事項 

・近接した工事業者と協議会を立ち上げる。お互い連携をとりながら円滑な施工をすすめる。 

・地域住民とコミニュケーションをとる。 
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